
我
孫
子
と
い
え
ば
挙
制
見
沼
と

い
わ
れ
る
沿
ど
、
e今
後
滋
仲
帖
叫
古

河
相
?
ず
の
代
名
詞
的
に
使
、
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
有
名
で
、
口
M

臨隔日

な
ど
は
釣
争
、
ポ
1
1
p
遊
び
と

総
計
灯
台
遜
泌
総
と
し
て
多
く
の

カ
が
自
然
を
求
ぬ
て
ピ
ク
町
一
フ

タ
に
む
ら
れ
る
よ
う
に
な
争
ま

し
た
。し

か
し
、
蜘
強
制
丹
市
災
母
方
は

少
な
い
り
で
は
な
い
か
と
添
い

ま
す
。
ど
う
せ
近
く
に
る
る
り

だ
か
ら
い
つ
で
も
行
け
る
ー
!

こ
う
添
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
方
は
ぜ
ひ
八
月

十
問
日
か
ら
十
六
日
ま
で
時
三

日
間
、
か
っ
ば
偶
蹄
孫
大
会
、
と

う
ろ
ラ
波
し
、
花
火
大
会
と
縫

し
が
計
詰
問
さ
れ
て
お
号
ま
す
の

で
、
あ
な
た
も
一
度
、
乎
繁
治

ま
っ
ち
に
務
加
し
て
み
ま
せ
ん

か。
浅
羽
、
会
場
開
阿
波
は
交
汲
規

制
制
を
行
な
い
ま
す
の
で
、
な
る

ベ
く
ぬ
同
制
部
問
問
率
で
の
ご
来
場
は

ご
遠
出
掛
く
だ
幸
い
。
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火災件数・焼失雨穣・繍害見積綴空主セ立すエZ李主雪量Eをt室長支
主こ i主主下死まのり分十行霊買に Fゃうし月 i務

震年殺す等主の八でにぬ数にた米
は iまがいす…万部つベはま火ま
!J¥¥;b、入。と五年いて十主災でで
状ち今命ま大千何でご二八め殺のは

護ま年主主ニ緩行鈎は十件ま震総本
せはうた、に Iこ舟人件で L;[えに年

のん火な H下i減免ま五十、終た潟市一
塁塁で災つ年少べ千六銭年。守主内月

半
年

の
火
災
は

第349努

総和47年8F.llE1

8月n49n59n6日

損
害
額
は
八
十
六
万
円

た
め
念
悦
閥
的
花
火
災
け
か
多
発
し

た
わ
け
で
す
が
、
今
年
は
市
内

会
事
業
所
や
一
綬
嚇
格
的
慨
に
お
け

る
防
火
慾
裁
が
畿
府
践
し
、
山
人

一
人
が
火
に
対
し
十
分
な
持
拡
慾

を
し
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

火
災
の
輯
器
類
別
件
数
、
拙
加
失

凶
闘
相
柄
、
議
盛
岡
見
積
額
苓
は
識
棋
の

・
と
お
れ
ソ
で
す
。
と
の
火
災
に
よ

る
日
経
滋
り
の
綴
由
爾
見
積
栢
酬
は

昨
昨
年
の
一
日
一
十
万
六
千
余
内
に
料
却

し
附
間
千
七
百
余
田
川
左
激
減
し
た

の
も
感
ば
し
い
こ
と
で
す
。
ま

た
、
火
災
め
開
閉
闘
に
つ
い
て
み

ま
す
と
た
き
び
の
本
総
末
、
子

供
時
火
帯
域
び
、

γ
何時制掘削問問

一、一ふぶふ
ぷぷ

持
制
柑
伸
子
市
刷
、
時
稿
係
子
市
灘
工

会
、
我
孫
子
市
絞
光
協
会
の
共

綾
に
よ
争
今
年
も
手
気
神
間
ま
つ

り
を
地
制
緩
し
、
現
在
品
取
供
摘
が
滋

め
ら
れ
て
お

0
ま
す
。

こ
れ
は
、
昨
町
付
?
を
第
一
回
と

し
て
、
今
年
は
務
一
…
関
口
防
音
迎

え
る
わ
け
で
す
が
、
近
年
こ
め

よ
う
な
鍛
し
、
ま
っ
ち
が
め
つ

き
号
少
な
く
な
号
、
郷
土
愛
げ
か

う
す
れ
が
ち
で
す
。

そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
に
も
官
民

の
淡
の
一
一
討
を
ゆ
か
た
を
滋
て

察
後
そ
ろ
っ
て
か
っ
ば
北
口
一
績
を

お
ど
号
、
議
し
ん
で
い
た
だ
こ

う
と
叫
計
画
し
た

も
の
で
す
。

十
米
詩
、
十
六
日
午
時
間
十
臨
時

か
ら
午
後
九
時
三
十
分
)

布
佼
品
部
蕊
2
か
っ
ば
作
日
制
制
大
会
'

ハ
ヤ
布
井
産
業
峠
悼
式
会
役
酬
附
り
一

で
八
月
十
四
日
、
中
元
日
、
…

十
品
ハ
日
午
後
七
時
か
ら
十
時
一

ま

で

の

子

物

品

〉

一

夏
の
交
通
事
故
防
止
は
一

無
謀
@
過
労
運
転
を
瀧
け
る
一

時
悼
と
ん
ど
が
総
匁
後
に
先
生
し
一

て

お

り

ま

す

。

一

夏
休
み
や
は
、
内
部
隊
合
小
心
一

と
し
た
然
活
が
多
く
な
ち
ま
す
一

が
、
比
百
っ
か
く
楽
し
い
変
体
み
一

を
交
途
端
中
放
で
時
間
い
も
の
に
し
一

な
い
よ
う
家
庭
で
は
、
平
〈
哨
淵
俊
一

会
に
つ
い
て
の
可
し
つ
け
い
な
一

後

昨

慨

し

ま

し

主

う

。

一

ま
た
、
捌
間
相
T
W
拡
に
な
り
ま
す
一

と
解
放
感
や
滋
威
不
総
な
ど
か
…

ら
鮮
明
様
、
過
労
運
転
に
よ
る
務
吋

放
が
必
ず
い
よ
う
で
す
。
逐
転
者
…

は
一
緩
邸
品
分
泌
総
に
心
蝿
閉
山
り
ま
一

し

ょ

う

。

一

1申

ぜ
軍
の
取
り
岡
山
い
不
透
、
穴
は
こ
い
た
だ
き
た
い
も
む
で
す
。
特

車
投
げ
検
て
潔
い
ず
れ
も
ち
ょ
に
致
陥
収
納
納
品
均
等
丹
使
用
や
夕
日
開

っ
と
し
た
不
法
慾
か
ら
火
事
に
み
時
の
た
ば
こ
ゆ
投
げ
総
て
や

凝
っ
七
も
の
で
す
c

こ
れ
か
ら
子
供
の
犯
火
湾
ひ
等
に
は
万
一

も
緩
い
う
ち
は
と
か
く
火
に
対
の
が
を
考
え
て
処
位
す
る
か
あ

す
る
怜
飢
榔
品
が
お
ろ
そ
か
に
な
ち
る
い
は
大
人
が
ぷ
ち
会
っ
て
す

が
ち
で
す
の
で
十
品
川
氏
怒
し
て
る
努
の
校
青
山
が
大
切
マ
ナ
。

救
急
出
動
は
五
百
八
十
五
件

次
に
救
急
策
総
に
つ
い
て
は
か
っ
た
と
と
で
喜
ば
し
い
こ
と

出
品
掛
件
数
三
滋
八
十
ぷ
件
、
殺
で
す

Q

念
件
数
一
ニ
玄
関
口
十
一
…
件
、
ぶ
鮫
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
の
附
閥
、

滋
閉
十
三
件
、
限
法
人
員
は
一
一
一
滋
い
湖
泌
が
続
き
ま
す
が
、
火

百
九
十
二
名
主
な
っ
て
お
号
室
の
気
や
同
時
蜘
献
の

m進
倉
家
殺
防

す
。
こ
れ
を
放
念
料
開
制
加
に
み
ま
止
等
に
十
分
絞
殺
し
て
浴
問
問
ポ

す
と
、
急
病
が
一
略
事
く
…

Z
Yブ
や
雪
奇
を
必
務
と
し
な

十
六
件
守
全
体
の
玄
ナ
一
・
附
悶
い
開
切
る
い
毎
R
を
暗
躍
ご
す
よ
う

%
を
お
め
で
お
り
、
次
い
で
交
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で

遂
事
故
八
十
一
一
一
件
で
ぶ
十
閲
・
す
。

一
一
%
、
一
段
余
儀
米
十
件
げ
で
十
、
つ

問
問
・
六
%
と
な
っ
て
お
れ
ツ
ま
よ

す

。

し

こ
り
出
偶
数
件
数
を
…

np
一

平

均

法

に
し
て
み
ま
す
と
ん
穂
町
時
一
…
。
…
初
出

一
一
盛
と
な
hJ
昨
年
間
関
鋭
的
ニ
・
官
、

二
ハ
削
開
に
比
ベ
る
弘
子
わ
ず
か
に
綿

少
な
く
な
づ
て
お
ち
ま
す
。
人
お

n
H

の
増
加
に
比
べ
て
放
念
出
動
コ

件
数
が
減
少
し
た
と
と
も
ま
た
川

そ
れ
だ
け
総
人
宇
事
故
が
少
な

i

闘
八
丹
十
六
隠

筏
火
大
会
H
午
後
八
臨
時
か
ら
八

湾
問
間
十
分
ま
で

湘期総抽惜昨協
H
か
っ
ば
音
頭
大
会

(
駅
北
口
で
八
丹
十
四
日
、

か
っ
ば
音
頭
等
の
雌
離
し

硲
八
丹
十
際
関

t十
六
日

か
っ
ば
奮
闘
期
大
会
員
午
後
ち
持

か
ら
十
時
ま
で
ハ
雨
天
の
機

会
は
、
十
六
円
口
丹
み
開
明
廷
で

他
の
肢
は
や
沈
〉

場
所
羽
終
立
挙
制
刺
繍
公
開
問

幽醐八
n
n
+
五
日

と
う
ろ
う
流
し
員
午
後
八
時
か

ら
八
時
二
十
分
ま
で

務
部
川
詳
細
附
史
子

賀
川
間
公
蹴
醐

φφ4静8fi.1の納税φφφ
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八
月
十
日
ま
匂
廷
の
交
通
事

後
防
止
運
動
を
行
な
っ
て
お
号

ま
す
が
、
こ
わ
遂
時
酬
は
、
材
紙
の

行
淡
V
i
ズ

γ
に
入
り
時
県
外
か

ら
の
淡
入
機
衡
が
地
却
し
、
ま

た
、
学
校
も
W
県
外
み
V

恥
入
っ
て

お
h

ツ
ま
す
り
で
、
子
ど
も
の
交

滞
期
家
協
叫
が
予
怨
さ
れ
ま
す
。

み
ん
な
の
総
力
を
結
集
し

て
、
悲
惨
な
交
添
削
明
散
を
防
止

す
る
た
め
、
な
情
報
師
、
漁
労
議

紙
の
附
削
沈
』
を
重
点
k
し
て
議

織
な
総
噛
織
し
ま
す
。

子
ど
も
の
務
紋
は
、
遜
時
開
へ

の
飛
び
出
闘
し
‘
事
の
謝
問
時
間
際
後

の
緩
掘
削
が
主
な
園
時
間
判
で
、
そ
の

登
録
印
鑑
の
登
録
替
え
を

即時出叩問削減柑同............... 哨剛山品開

て 蕊すい患聖母現か に登
なそ19lる主鍛続在ら普請つま主主主
い ζ 書事詩子替きまま狩1手話いし終
方でがしま菱え主語録銭関てて子
は登交い等書ピ告をし条十おあiIi5録付制機し湾てれ 知 る 印

替でll!':cてにあの圭子ら波書室
えきの複いなる改十せの粂

四をま均等 t.:::" f.jJ正月し主主鍔
十ずせ議室しだ務霊童に十ま銭 tこ
七まん霊祭か会をよ九す事長よ
王 手せ。録行な i主計争詞 o えり

十
月
十
人
目
ま
明
、
の
う
ち
に
登

録
保
畿
を
持
参
の
上
、
本
庁
及

び
最
寄
の
支
衛
門
時
時
盟
関
手
、
沢
潔

食
欲
前
行
政
逮
絡
所
を
除
〈
〉

で
、
液
晶
開
慾
え
の
手
続
き
を
す

ま
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
踊
聞
い

い
た
し
ま
す
議

な
お
、
時
宜
録
替
え
の
糊
期
総
令

官
剤
事
ま
す
k
酬
明
程
変
録
し
て
あ

る
隊
総
は
然
叫
問
主
な
事
、
新
た

に
保
証
人
を
つ
け
判
明
幾
級
品
時
を

し
な
け
れ
ば
な
ち
ま
せ
ん
の
明
、

ど
了
滋
く
だ
さ
い
。

ます
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日韓
グ身

っM
U
な
鉄
筋

帥
棋
会
が
で
哲

組
問
和
制
緩
十
五

年
四
月
の
新

学
制
掛
か
ら
越

し
て
き
た
も

の
で
す
。

今
年
一
一
一
月

に
第
一
胞
の

卒
幾
災
者
行

な
っ
た
わ
け

で
す
が
、
こ

の
と
き
の
卒

業
生
二
十
六

名
は
、
ま
だ

校
数
が
で
き

て
い
な
か
っ

た
怒
で
‘
校

歌
を
数
わ
ず

に
や
校
を
巣

楢
開
幼
命
中
学
校
に
ち
っ
ぱ
な
体
一
体
何
事
ん
も
少
な
か
っ
た
の
で
立
っ
て
い
き
ま
し
た
0

・
為
枚
数
が
で
き
ま
し
た
。
す
が
、
今
は
液
学
級
百
七
十
名
し
か
し
、
こ
れ
か

J

湖
北
命
中
学
校
法
、
開
閉
山
相
聞
に
な
り
ま
し
た
。
ら
は
入
今
犬
、
卒
業

一
十
附
悶
年
十
丹
に
間
関
錦
科
し
て
議
窪
ま
た
、
四
間
後
労
相
仰
は
、
湖
北
市
内
、
選
動
会
に
と
こ

一
に
塗
っ
て
お
争
ま
す
が
、
同
開
校
中
学
筏
に
問
蹴
出
し
て
勉
畿
を
し
の
校
歌
が
欲
わ
れ
る

一
当
初
は
一
一
学
怒
十
一
名
と
大
変
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
り
こ
と
で
し
ょ
う
。

一
室
童
三
重
祭
事
夜
襲
祭
嵩
吾
量
霊
童
韮
一
望
室
量
三
雇
怒
警
釜
ム
鵠
圭
蚕
善
事
送
童
三
属
芸
霊
童

…
尊
い
人
隠
の
使
命
は
山
山
崎
慨
に
僻
納
品
胤
寄
れ
た
方
が
本
殺
に
し

F
ッ
ト
ル

一
あ
る
k
い
っ
て
も
綴
時
間
で
は
ゐ
て
綴
市
出
が
必
婆
と
な
母
、
保
移

w
v
献
血
で
き
る
人
は
地
問
十
六
婦
問

…

'

A

3

む
ま
せ
ん
。
血
液
が
必
閣
官

ι
な
っ
た
と
き
以
上
潟
大
十
五
歳
一
本
織
の
人

一
，
議
旬
、
最
近
の
交
通
は
、
郎
防
存
血
液
が
緩
先
的
に
還
で
、
体
隻
出
力
同
悶
十
川
ah時女間関

一

A
H
H
U

壌

放

の

激

増

と

ゑ

さ

れ

ま

す

。

十

い

却

を

ζ

え
る
人

一

:

つ

J

も
間
関
諸
躍
し
て
、
開
明
る
い
役
会
を
作
る
た
め
に

wv
総
出
掛
で
き
な
い
入

一
助
訓
附
級
品
蹴
間
用
品
皿
液
の
も
後
ん
な
で
紋
浅
い
た
し
ま
し
①
妊
録
し
て
い
る
人
、
ま
た

一
員
在
昨
終
対
量
は
然
出
円

一

同

副

に

お

い

て

も

不

…

、

4

絞
の
状
況
が
鵠
純

一

d

h

い
て
い
る
と
い

N

U

B

-

わ
れ
ま
す
。
般

協
供
出
品
単
一
は
住
民
が
お

附
m

h

U
互
い
に
助
け
合

印

抑

制

静

い

時

襲

に

よ

f

E

H

H

っ
て
、
総
血
を

は
必
術
開
と
す
る
人
の
た
め
に
盗
液

…
を
提
供
す
る
と
主
で
す
。

同

&圃耐ぴ選る報

八
月
四
日
市
設
所
で

ょ
う
。

殺
風
間
副
将

八
丹
四
日
〈
金
〉
ぶ
前
九
時

一
一
…
十
分
か
ら
午
後
一
一
一
時
ま
で

場
開
問

中
市
役
所
玄
関
約

V
叫
蹴
市
蹴
胤
臓
は
、
一
一
お
ご
消
却
4
9

は
過
去
六
カ
月
以
内
に
M

位脱獄

し
て
い
た
入
、

ぬ
W
議
後
六
カ
月
以
内
町
一
入
、

③
医
偶
蹄
が
州
問
血
で
き
な
い
と

畿
断
し
た
人

で
き
る

え
て
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我
孫
子
市
担
当
の
係
議
笥
は
十
三
名

犯
罪
の
な
い
切
る
い
社
会
-
な
し
て
お
ら
れ
る
方
が
保
護
潟
明
、

築
く
た
め
、
伯
祐
獲
得
法
に
議
づ
す
の

昔
、
仲
間
務
大
同
械
の
愛
媛
を
受
け
我
孫
子
務
の
線
描
鶴
湾
の
方
N
M

て
犯
採
の
防
止
と
盟
押
な
お
し
た
次
m
u
k
お
れ
ツ
で
す
。

人
た
ち
の
更
正
に
つ
い
て
活
動

我孫子市保護司

w
v

単
品
品
開
世
間
役
相
却
金
は
、
開
明

V

一
段
得
比
然
制
酬
の
お
す
す
脚

抽
出
関
悶
十
機
年
間
間
月
一
円
割
以
約
め
c
復
興
月
一
品
説
。
田
打
ず
つ
同
体
制

抑
に
牛
ん
ま
れ
た
人
に
じ
十
議
か
品
開
創
刊
を
よ
け
い
に
約
め
て
、
制

叩
ら
支
給
さ
れ
る
匁
金
で
す
U

五
山
総
増
し
の
あ
金
に
し
ま
し
酬

明
羽
約
一
一
十
五
年
生

L

3

;
。

制

加

ま

れ

の

人

は

今

年

必

劉

V

サ
ラ
リ
ー
ニ

制

ゃ

に

む

十

銭

に

な

訟

ド

i

y

の
奨
さ
ま
が
た
糊

榊
り
ま
す
の
で
、
滋
治
必
叩
抑
も
泌
氏
匁
金
に
お
山
時

間
生
日
げ
か
池
小
た
ら
一
議
ヰ
乱
入
し
て
万
一
的
何
事
柳

欄

数

年

金

書

ま

骨

川

故

(

あ

っ

て

は

な

糊

附

し

ま

し

ょ

う

。

九

必

儀

ら

な

い

こ

と

で

す

側

側

V

際
機
の
表
皮

a

-

-

が
〉
や
老
後
に
臨
調
附

糊
を
一
郎
艇
の
待
機
議

h
明
u

え
ま
し

J
ノ
。
嚇

酬
に
は
、
六
十
五
歳

V

八
月
二
十
附
問
山

か
ら
4
4
齢
福
祉
年
金
が
支
給
制
日
は
匁
金
相
校
時
討
で
す
。

さ
れ
ま
す
。
紙
偽
者
の
診
胤
間
情
開
中
央
公
湾
総

を

お

も

ち

に

な

っ

て

阿

掛

け

て

十

待

f
三時時

く
だ
さ
い
。

明金
T z 
希
望

消
防
綾
健
全
試
験

次
に
よ
号
治
続
殺
綴
会
静
岡
裁

を
行
な
い
ま
す
。

習
試
融
制
mw
種
類

問
ヤ
棋
鴨
州
問
附
開
設
世
間
上
品
閥
次
袋

一
一
烈
か
ら
第
五
嗣
閉
ま
で

乙
綴
消
防
設
備
士
免
状
綴

…
開
閉
か
ら
第
七
開
閉
ま
で

wv
波
数
方
法
お
よ
び
E
M
臨時

裁
単
記
話
帥
融
関
山
柑
問
問
十
七

年
九
晃
一
一
十
む
詩
〈
水
〉

災
技
試
験
問
狗
凶
十
七

年
十
月
十
七
日
〈
火
)
、
間
m

h

抑
制
悶
十
七
年
十
月
十
八
日

軍
受
験
手
掛
耕

受
験
脳
相
官
財
〈
楠
倒
防
本
部
に

あ
ヲ
ま
す
〉
に
次
の
湯
村
酬
を

添
付
し
て
潟
鳥
肌
7
M
M
M
桝欄間内

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
憎
ん
級
資
格
を
有
ず
る
ζ

と
を
夜
間
叫
す
る
議
開
閉

②
開
制
緩
拙
蛇
山
料
品
問
六
ケ
m
月以

出nvい
拠
開
影
し
た
後
州
問
セ
ソ

チ
メ
!
ト
ル
検
豆
、
十
駄
々

γ
チ
メ
i
ト
ル
的
税
関
明
亙

十
期
上
半
身
綾
部
制
符
策
の
も

の
一
枚

V
厳
僻
樹
俊
一
付
制
剤
荷

開
期
務
問
問
十
七
年
八
月
二
十

烈
日
(
木
〉
か
ら
八
月
三
十

時
叫
〈
水
)
ま
で

軍
出
申
込
先

我
孫
子
市
議
時
間
本
務
、
な

お
徐
州
側
に
つ
い
て
は
繍
防
本

館
開
予
防
相
時
甘
い
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い

滋
議
八
一
一

i
ニ
ニ
一
七

続

出

守

訂

正

被
号
昭
和
総
十
七
年
七
月
卜

六
け
滋
刊
行
広
報
あ
び

ι奴
コ
夜

開
問
十
八
号
マ
ス
カ
部
刑
務
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
訂
廷
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

二
麓
悶
輪
関
税
野
物
需
で
受
付
棚
蛸
附
附

け
か
八
月
一
段
ま
で
と
叫
叶
て
お

り
ま
す
が
、
八
月
一
白
か
ら
、

ま
た
、
術
開
問
プ
ー
ル
問
問
絞
マ
、

プ
1
ん
の
貸
し
切
れ
ツ
午
後
五
時

か
ら
と
符
ま
で
お
即
時
料
…
一
一
千
削
け

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
二
千

円
に
訂
涼
し
れ
抑
制
組
び
い
た
し
ま

す。ゴ

ミ

収

集

休

み

八
月
十
六
nn
〈
水
閥
燃
は
)
の

ゴ
ミ
祭
料
収
檎
況
は
休
ま
ぜ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
プ
ミ
古
山
山
さ

な
い
よ
う
ご
協
力
照
明
い
ま
す
U

八
月
の
育
児
椙
談

八
月
り
育
施
根
組
献
は
次
時
現

制
艇
で
行
な
い
ま
す
の
で
ご
烈
尽

く
だ
さ
い
。

時
吋
側
側
時
弘
、
い
ず
れ
も
午
時
前
九

時
吋
か
ら
十
一
時
ま
で
と
午
後
一

時
か
ら
一
一
一
絡
ま
で
で
す
。

な
お
、
母
子
学
般
を
必
ず
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

公

民

館

滋

盛

準
時
持
場
会
関
数

一
変
は
と
か
く
体
力
が
お
主
ろ

え
が
ち
で
す
。
添
い
き
号
卒
陪
怖

を
や

p
は
刊
を
か
い
て
笈
パ
テ
を

吹
き
飛
ば
そ
う
。

・
中
・
央
公
開
院
畿
で
は
友
抑
仰
の
と

お
与
家
殺
場
を
醐
開
放
し
ま
す
。

マ
縮
問
八
月
一
呂
か
ら
八
月

三
十
一
お
ま
で
、
録
選
火
、

求
、
求
、
念
総
日

軍
待
問
午
前
九
臨
吋
よ
り
伊
都
品
後

附
間
的
ま
で

亨
挙
制
掛
策
検
制
開
演
は
ゐ
ち
ま

ぜ
ん
め
で
縫
で
も
務
加
で
き

ま
す
。

va干
時
時
台
飽
食

健

康

診

滋

結
果
は
八
月
初
旬
に

終
絞
検
診
及
び
総
人
終
検
診

に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
同
事
い
と

こ
ろ
ど
労
労
き
ま
守
し
た
。

こ
の
検
診
mw
鰍
娘
、
椙
開
人
制
刊

に
つ
い
て
は
七
月
中
に
、
終
絞

に
つ
い
て
は
八
刃
初
句
ま
で

に
位
岡
市
商
品
担
絞
め
通
銀
の
い
か
な

い
笈
は
災
状
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
‘
ご
了
添
く
だ
き
い
。

ま
た
務
南
関
検
査
遇
制
州
の
あ
っ

た
方
も
余
守
心
双
な
さ
ら
な
い

よ
う
に
お
醐
腕
い
し
ま
す
。

八

月

の

探

鳥
A
目前

八
丹
母
婦
問
鳥
λ

径
一
を
次
の
と
お

ち
行
な
い
ま
す
の
で
、
希
怒
…
裳

は
ど
務
総
く
だ
さ
い
。

w
v
m
臨
時
七
月
九
回
伺
(
第
二
日

縁
日
〉
〈
午
議
入
院
吋
〉

軍
備
暗
部
問
象
品
ロ
は
や
炎
公
民
抽
出

守AR 

V
品
骨
粗
刷
機
周
年
前
科

wv
拙
持
参
す
る
も
の
手
相
明
、
あ

れ
ば
波
紋
競

お
ざ
し
が
そ
う
と
う
抽
出
く
な

h

ソ
ま
す
の
で
、
網
棚
子
は
忘
れ
ず

に
、
ま
れ
ん
、
靴
は
授
齢
刊
か
遂
動

絞
が
最
適
で
す
。

な
お
、
捕
時
合
開
会
は
縁
関
月
然
二

闘
機
尽
に
行
な
っ
と
お

9
ま

す。
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